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ワ
ー
グ
ナ
ー
と
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア

吉
　
田
　
　
　
真

１
．
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
と
オ
ペ
ラ

　

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
劇
を
原
作
と
し
た
オ
ペ
ラ
作
品
は
数
多
く
あ
る
が
、
イ
タ
リ
ア
の
ジ
ュ
ゼ

ッ
ペ
・
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
作
曲
に
よ
る
『
オ
テ
ッ
ロ
』
と
『
フ
ァ
ル
ス
タ
ッ
フ
』
を
頂
点
と
し
て
、
今
日
で
も
傑
作
と
し

て
認
め
ら
れ
、
繰
り
返
し
上
演
さ
れ
て
い
る
作
品
は
限
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
は
、
そ
の
主
な
オ
ペ
ラ
作
品
を
挙
げ

て
お
こ
う
1
。

• 

ア
ン
ト
ー
ニ
オ
・
サ
リ
エ
ー
リ
作
曲
『
フ
ァ
ル
ス
タ
ッ
フ
』（
一
七
九
九
年
ウ
ィ
ー
ン
初
演
、
イ
タ
リ
ア
語

台
本
、
原
作
『
ウ
ィ
ン
ザ
ー
の
陽
気
な
女
房
た
ち
』）

• 

ジ
ョ
ア
ッ
キ
ー
ノ
・
ロ
ッ
シ
ー
ニ
作
曲『
オ
テ
ッ
ロ
』（
一
八
一
六
年
初
演
、
イ
タ
リ
ア
語
台
本
、
原
作『
オ

セ
ロ
』）

• 

リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
ワ
ー
グ
ナ
ー
作
曲
『
恋
愛
禁
制
』（
一
八
三
六
年
初
演
、
ド
イ
ツ
語
台
本
、
原
作
『
尺
に
は

尺
を
』）

	
 
 

『
尺
に
は
尺
を
』
か
ら
『
恋
愛
禁
制
』
へ

特
集
●
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョン
・
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョン
・
イ
ン
タ
ー
テ
ク
ス
チ
ュア
リ
テ
ィ
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• 

ジ
ュ
ゼ
ッ
ペ
・
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
作
曲
『
マ
ク
ベ
ス
』（
一
八
四
七
年
初
演
、
イ
タ
リ
ア
語
台
本
）

• 

オ
ッ
ト
ー
・
ニ
コ
ラ
イ
作
曲
『
ウ
ィ
ン
ザ
ー
の
陽
気
な
女
房
た
ち
』（
一
八
四
九
年
初
演
、
ド
イ
ツ
語
台
本
）

• 

エ
ク
ト
ル
・
ベ
ル
リ
オ
ー
ズ
作
曲
『
ベ
ア
ト
リ
ス
と
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
』（
一
八
六
二
年
初
演
、
フ
ラ
ン
ス
語

台
本
、
原
作
『
か
ら
騒
ぎ
』）

• 
シ
ャ
ル
ル
・
グ
ノ
ー
作
曲
『
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』（
一
八
六
七
年
初
演
、
フ
ラ
ン
ス
語
台
本
）

• 

ア
ン
ブ
ロ
ワ
ー
ズ
・
ト
マ
作
曲
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』（
一
八
六
八
年
初
演
、
フ
ラ
ン
ス
語
台
本
）

• 

ジ
ュ
ゼ
ッ
ペ
・
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
作
曲『
オ
テ
ッ
ロ
』（
一
八
八
七
年
初
演
、
イ
タ
リ
ア
語
台
本
、
原
作『
オ
セ
ロ
』）

• 

ジ
ュ
ゼ
ッ
ペ
・
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
作
曲
『
フ
ァ
ル
ス
タ
ッ
フ
』（
一
八
九
三
年
初
演
、
イ
タ
リ
ア
語
台
本
、
原
作

『
ウ
ィ
ン
ザ
ー
の
陽
気
な
女
房
た
ち
』）

• 

ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
ブ
リ
テ
ン
作
曲
『
夏
の
夜
の
夢
』（
一
九
六
〇
年
初
演
、
英
語
台
本
）

• 

ア
リ
ベ
ル
ト
・
ラ
イ
マ
ン
作
曲
『
リ
ア
』（
一
九
七
八
年
初
演
、
ド
イ
ツ
語
台
本
、
原
作
『
リ
ア
王
』）

• 

ト
マ
ス
・
ア
デ
ス
作
曲
『
テ
ン
ペ
ス
ト
』（
二
〇
〇
四
年
初
演
、
英
語
台
本
）

• 

ア
ン
ド
レ
・
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
作
曲『
ヴ
ェ
ニ
ス
の
商
人
』（
二
〇
一
三
年
ブ
レ
ゲ
ン
ツ
初
演
、
英
語
台
本
）

• 

ブ
レ
ッ
ト
・
デ
ィ
ー
ン
作
曲
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』（
二
〇
一
七
年
初
演
、
英
語
台
本
）。

　

こ
れ
ら
の
中
で
、
サ
リ
エ
ー
リ
作
曲
の
『
フ
ァ
ル
ス
タ
ッ
フ
』
は
今
日
で
は
必
ず
し
も
高
い
評
価
を
受
け
て
い

る
と
は
言
え
な
い
が
、
作
曲
家
の
知
名
度
と
題
材
ゆ
え
に
関
心
を
持
た
れ
て
い
る
。
ロ
ッ
シ
ー
ニ
作
曲
の
『
オ
テ

ッ
ロ
』
も
同
様
だ
が
、
こ
の
作
品
は
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
『
オ
セ
ロ
』
を
原
作
と
し
た
オ
ペ
ラ
と
は
言
え
な
い
と

い
う
見
解
が
あ
り
2
、
ベ
ッ
リ
ー
ニ
作
曲
の
『
カ
プ
レ
ー
テ
ィ
家
と
モ
ン
テ
ッ
キ
家
』（
ド
イ
ツ
語
版
の
タ
イ
ト
ル

は
『
ロ
メ
オ
と
ユ
リ
ア
』）
と
共
に
対
象
外
と
す
る
可
能
性
も
あ
る
。
し
か
し
今
日
、
こ
れ
ら
作
品
も
シ
ェ
イ
ク
ス

ピ
ア
の
関
連
作
品
と
見
な
さ
れ
、
そ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
二
〇
〇
〇
年
代
の
三
つ
の

作
品
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
初
演
時
の
話
題
性
が
高
か
っ
た
の
で
挙
げ
て
お
い
た
が
、
作
品
の
真
価
が
問
わ
れ

る
の
は
今
後
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
一
方
で
一
九
七
八
年
初
演
の
ラ
イ
マ
ン
作
曲
の
『
リ
ア
』
は
、
そ
の
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後
世
界
各
地
で
の
上
演
を
経
て
二
〇
一
三
年
に
は
日
本
初
演
も
行
な
わ
れ
、
ブ
リ
テ
ン
作
曲
の
『
夏
の
夜
の
夢
』

と
共
に
、
二
十
世
紀
を
代
表
す
る
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
オ
ペ
ラ
と
し
て
、
そ
の
評
価
は
定
着
し
た
と
見
て
よ
い
だ

ろ
う
。

　

こ
の
リ
ス
ト
の
中
で
ド
イ
ツ
の
作
曲
家
は
ワ
ー
グ
ナ
ー
、
ニ
コ
ラ
イ
、
ラ
イ
マ
ン
の
三
人
だ
け
だ
が
、
こ
れ
は

意
外
に
少
な
い
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
と
い
う
の
も
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
は
英
国
の
劇
作
家
で
は
あ
る
が
、

ド
イ
ツ
の
演
劇
史
に
お
い
て
は
ド
イ
ツ
の
劇
作
家
と
同
列
に
扱
わ
れ
る
ほ
ど
、
レ
ッ
シ
ン
グ
と
ゲ
ー
テ
を
は
じ
め

と
す
る
作
家
た
ち
に
決
定
的
な
影
響
を
与
え
、
観
客
た
ち
か
ら
も
熱
心
に
受
容
さ
れ
て
き
た
歴
史
が
あ
る
か
ら
で

あ
る
。
し
か
し
ド
イ
ツ
に
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
を
原
作
と
し
た
オ
ペ
ラ
が
少
な
い
の
は
、
む
し
ろ
ド
イ
ツ
の
作
曲
家

た
ち
が
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
を
文
学
作
品
と
し
て
尊
重
し
て
い
た
か
ら
だ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
文
学
作
品
を
オ
ペ
ラ

の
台
本
に
す
る
と
き
、
そ
れ
は
ほ
と
ん
ど
登
場
人
物
と
筋
書
き
を
借
用
す
る
程
度
で
、
言
葉
は
音
楽
の
論
理
の
犠

牲
と
な
っ
て
質
量
共
に
後
退
し
、
テ
キ
ス
ト
の
文
学
的
価
値
は
崩
壊
し
て
し
ま
う
の
が
普
通
で
あ
る
（
二
十
世
紀

に
な
る
と
、
戯
曲
の
テ
キ
ス
ト
に
そ
の
ま
ま
作
曲
す
る
「
文
芸
オ
ペ
ラ
3
」
や
ホ
ー
フ
マ
ン
ス
タ
ー
ル
の
よ
う
な

大
詩
人
が
台
本
を
書
い
た
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
オ
ペ
ラ
が
登
場
す
る
こ
と
な
っ
て
事
情
は
一
変
す
る
）。

　

ゲ
ー
テ
の
小
説
『
若
き
ヴ
ェ
ル
テ
ル
の
悩
み
』
と
戯
曲
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
は
、
そ
れ
ぞ
れ
フ
ラ
ン
ス
の
マ
ス
ネ
ー

と
グ
ノ
ー
が
オ
ペ
ラ
に
し
た
。
イ
タ
リ
ア
の
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
は
シ
ラ
ー
の
戯
曲
か
ら
『
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ナ
・
ダ
ル
コ
』

（
原
作
は
『
オ
ル
レ
ア
ン
の
処
女
』）、『
群
盗
』、『
運
命
の
力
』（
原
作
は
『
ヴ
ァ
レ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
』）、『
ド
ン
・

カ
ル
ロ
ス
』
の
四
作
の
オ
ペ
ラ
を
作
曲
し
た
。
Ｅ
・
Ｔ
・
Ａ
・
ホ
フ
マ
ン
の
小
説
群
か
ら
台
本
を
起
こ
し
た
オ
ム
ニ

バ
ス
形
式
の
オ
ペ
ラ
『
ホ
フ
マ
ン
物
語
』
を
作
曲
し
た
ジ
ャ
ッ
ク
・
オ
ッ
フ
ェ
ン
バ
ッ
ク
は
ド
イ
ツ
生
ま
れ
だ
が
、

パ
リ
で
成
功
し
、
こ
の
作
品
も
フ
ラ
ン
ス
・
オ
ペ
ラ
で
あ
る
。
ホ
フ
マ
ン
の
小
説
か
ら
は
バ
レ
エ
も
生
ま
れ
、
ロ

シ
ア
の
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
が
『
く
る
み
割
り
人
形
』
を
作
曲
し
て
い
る
。
一
方
ド
イ
ツ
の
作
曲
家
た
ち
は
優
れ

た
文
学
作
品
に
手
を
つ
け
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
が
作
曲
し
た
『
夏
の
夜
の
夢
』
は
、
シ

ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
劇
の
上
演
に
使
用
す
る
た
め
の
劇
音
楽
で
あ
り
、
こ
れ
が
文
学
作
品
に
対
す
る
典
型
的
な
「
正
し

い
」
姿
勢
だ
っ
た
。
そ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
が
、
若
書
き
と
は
い
え
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
劇
を
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原
作
と
し
て
オ
ペ
ラ
『
恋
愛
禁
制
』
を
書
い
た
と
い
う
事
実
は
注
目
に
値
す
る
。
そ
の
原
作
が
、
オ
ペ
ラ
の
素
材

に
な
っ
た
他
の
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
作
品
と
比
べ
れ
ば
知
名
度
が
高
い
と
は
言
え
な
い
『
尺
に
は
尺
を
』
と
い
う

の
も
珍
し
い
。

2
．
ワ
ー
グ
ナ
ー
と
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア

　

リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
ワ
ー
グ
ナ
ー
（
一
八
一
三
〜
一
八
八
三
）
が
オ
ペ
ラ
の
素
材
と
し
て
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
作
品

に
題
材
を
求
め
た
こ
と
は
、
実
は
何
ら
不
思
議
な
こ
と
で
は
な
い
。
ワ
ー
グ
ナ
ー
は
大
作
曲
家
と
し
て
名
を
残
し

た
音
楽
家
に
は
珍
し
く
、
生
ま
れ
た
の
は
音
楽
家
の
家
系
で
は
な
か
っ
た
。
父
親
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ワ
ー
グ
ナ
ー

は
ザ
ク
セ
ン
王
国
の
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
市
警
察
の
書
記
官
だ
っ
た
が
、
熱
狂
的
な
演
劇
愛
好
家
で
あ
り
、
そ
の
影
響

で
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
兄
や
姉
た
ち
に
は
舞
台
俳
優
や
歌
手
に
な
っ
た
者
が
多
か
っ
た
。
ワ
ー
グ
ナ
ー
が
生
ま
れ
て
間

も
な
く
父
親
が
病
死
し
た
後
、
母
親
が
再
婚
し
た
相
手
は
夫
の
親
友
で
ド
レ
ス
デ
ン
の
宮
廷
俳
優
だ
っ
た
ル
ー
ト

ヴ
ィ
ヒ
・
ガ
イ
ア
ー
で
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
は
少
年
期
か
ら
劇
場
に
親
し
む
環
境
で
育
っ
た
。
そ
の
た
め
彼
の
才
能
は

最
初
、
音
楽
よ
り
も
文
学
の
面
に
発
揮
さ
れ
た
こ
と
を
本
人
が
記
し
て
い
る
。

　

あ
る
と
き
同
級
生
の
一
人
が
死
ん
で
、
そ
の
死
に
対
し
て
詩
を
つ
く
れ
と
い
う
課
題
を
わ
れ
わ
れ
は
教
師

か
ら
出
さ
れ
た
。
い
ち
ば
ん
い
い
詩
は
印
刷
さ
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
私
の
が
印
刷
さ
れ
た
。
し
か
し
多

く
の
誇
張
を
ぬ
き
去
っ
た
の
ち
は
じ
め
て
印
刷
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
時
に
十
一
歳
で
あ
っ
た
。
い
ま
や
私

は
作
家
に
な
ろ
う
と
思
っ
た
。（
中
略
）
そ
の
と
き
私
は
学
校
で
は
文
学
の
才
が
あ
る
と
見
な
さ
れ
て
い
た
。

す
で
に
三
級
の
と
き
私
は
『
オ
デ
ュ
ッ
セ
エ
』
の
最
初
の
十
二
巻
を
訳
し
て
い
た
。
い
ち
ど
は
英
語
も
な
ら

っ
た
が
、
そ
れ
は
た
だ
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
を
く
わ
し
く
知
る
た
め
で
あ
っ
た
。
私
は
ロ
ミ
オ
の
独
白
を
韻
文

で
訳
し
た
。
英
語
は
ま
も
な
く
や
め
た
が
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
は
依
然
と
し
て
私
の
手
本
で
あ
っ
た
。
私
は

大
悲
劇
を
く
わ
だ
て
た
。
そ
れ
は
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
と
『
リ
ア
王
』
を
合
わ
せ
た
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
計
画
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は
す
こ
ぶ
る
大
規
模
で
あ
っ
た
。
四
十
二
人
の
登
場
者
が
劇
の
進
行
に
つ
れ
て
死
ぬ
の
で
、
上
演
の
と
き
は

そ
の
大
部
分
を
幽
霊
と
し
て
生
き
か
え
ら
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
う
で
な
い
と
終
り
の
方
の
幕
で

登
場
人
物
が
居
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
4
。

　

こ
の
「
大
悲
劇
」
は
主
人
公
の
名
を
取
っ
て
『
ロ
イ
バ
ル
ト
』
と
名
づ
け
ら
れ
、
未
完
な
が
ら
今
日
シ
ョ
ッ
ト
社

の
ワ
ー
グ
ナ
ー
全
集
の
作
品
番
号
Ｗ
Ｗ
Ｖ
１
を
与
え
ら
れ
て
い
る
5
。
ワ
ー
グ
ナ
ー
が
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
に
親
し

む
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
族
の
中
で
唯
一
文
学
に
造
詣
の
深
か
っ
た
叔
父
ア
ド
ル
フ
の
薫
陶
に
よ
る
も
の
だ
っ

た
。
以
下
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
自
身
に
よ
る
回
想
で
あ
る
。

　

私
の
年
代
の
若
者
が
持
つ
判
断
力
を
は
る
か
に
上
回
る
評
価
で
私
と
付
き
合
っ
て
い
た
こ
と
に
気
づ
い
た

叔
父
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
愕
然
と
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
あ
る
日
の
こ
と
、
私
は
ゲ
ー
テ
の
『
フ

ァ
ウ
ス
ト
』
に
手
を
つ
け
よ
う
と
思
っ
た
。
す
る
と
彼
は
、
そ
れ
が
私
に
は
ま
だ
理
解
で
き
な
い
だ
ろ
う
と
、

穏
や
か
に
意
見
を
述
べ
た
の
で
あ
る
。
私
は
す
っ
か
り
感
情
を
害
し
て
し
ま
っ
た
。
我
ら
の
偉
大
な
る
詩
人

達
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
や
ダ
ン
テ
を
さ
え
、
彼
は
話
題
と
し
て
取
り
上
げ
、
私
は
こ
れ
ら
の
卓
越
し
た
範
例

に
習
熟
し
た
で
は
な
い
か
。
私
は
こ
の
偉
大
な
悲
劇
を
完
成
す
べ
く
、
す
で
に
前
々
か
ら
ド
レ
ス
デ
ン
で
ひ

そ
か
に
そ
の
草
稿
を
練
る
の
に
没
頭
し
て
い
た
の
で
あ
る
。（
中
略
）
十
五
歳
の
少
年
を
こ
の
過
失
に
至
ら

し
め
た
の
は
、
前
述
の
通
り
、
一
篇
の
大
悲
劇
で
あ
り
、
そ
の
タ
イ
ト
ル
を
『
ロ
イ
バ
ル
ト
と
ア
デ
ラ
イ
ー

デ
』
と
い
う
。
こ
の
ド
ラ
マ
の
草
稿
は
残
念
な
が
ら
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
が
、
私
の
脳
裏
に
は
は
っ
き
り
と

焼
き
つ
い
て
い
る
。
そ
の
筆
跡
た
る
や
、
極
度
に
気
取
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
文
字
は
斜
め
に
ひ
ね
っ
て
独
自

の
装
飾
を
試
み
た
書
体
で
、
縦
長
に
書
い
た
が
、
そ
れ
は
か
つ
て
私
の
師
に
ペ
ル
シ
ャ
の
楔
形
文
字
を
想
起

さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
私
は
ひ
と
つ
の
ド
ラ
マ
を
書
き
上
げ
た
わ
け
だ
が
、
そ
れ
は
、
シ

ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』、『
マ
ク
ベ
ス
』、『
リ
ア
王
』、
そ
し
て
ゲ
ー
テ
の
『
真
平
御
免
』
な
ど
の

影
響
に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
筋
書
き
は
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
の
変
形
を
土
台
と
し
て
い
る
。
形
を
変
え
た
の
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は
、
同
じ
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
殺
さ
れ
た
父
の
霊
が
現
わ
れ
、
報
復
を
挑
む
く
だ
り
で
、
私
の
ヒ
ー
ロ
ー

は
狂
暴
な
演
技
で
圧
倒
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
彼
は
、
殺
人
と
い
う
凶
行
か
ら
精
神
錯
乱
へ
の
道
を
辿

る
わ
け
だ
。『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
と
『
癇
の
強
い
ペ
ル
シ
』
を
と
り
混
ぜ
た
構
想
の
中
で
は
、
ロ
イ
バ
ル
ト
が
父

の
亡
霊
に
向
っ
て
ロ
ー
デ
リ
ヒ
（
善
良
な
る
父
を
殺
し
た
極
道
者
）
の
一
族
は
こ
の
地
上
か
ら
抹
殺
さ
れ
る

べ
し
と
言
う
。（
中
略
）
そ
し
て
、
ハ
ム
レ
ッ
ト
の
手
本
に
な
ら
っ
て
、
彼
が
不
意
の
夜
討
ち
の
た
め
に
敵

の
手
中
に
落
ち
る
と
、
父
の
霊
は
彼
を
報
復
の
悲
願
達
成
へ
と
ま
た
し
て
も
駆
り
た
て
る
の
で
あ
る
。（
中
略
）

そ
し
て
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
が
『
リ
チ
ャ
ー
ド
三
世
』
で
と
っ
た
手
法
に
従
っ
て
、
ロ
イ
バ
ル
ト
に
殺
さ
れ

た
人
々
、
す
な
わ
ち
ロ
イ
バ
ル
ト
の
愛
す
る
乙
女
の
親
族
達
の
亡
霊
も
、
彼
に
つ
き
ま
と
う
。（
中
略
）
こ

の
題
材
に
か
く
も
多
種
多
様
な
様
相
を
与
え
る
に
つ
い
て
、
私
は
い
さ
さ
か
な
り
と
も
労
を
い
と
わ
な
か
っ

た
と
断
言
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
知
っ
て
い
る
も
の
と
あ
れ
ば
、
騎
士
の
物
語
だ
ろ
う
が
、『
リ
ア
王
』
だ

ろ
う
が
『
マ
ク
ベ
ス
』
だ
ろ
う
が
、
私
の
ド
ラ
マ
に
最
も
豊
か
な
情
景
設
定
を
施
す
た
め
な
ら
、
活
用
し
な

か
っ
た
も
の
は
な
い
。
だ
が
、
私
の
文
学
形
態
の
主
成
分
は
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
あ
る
い
は
悲
壮
な
、
あ

る
い
は
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
、
力
強
い
言
葉
か
ら
と
ら
れ
て
い
る
。
飾
り
の
多
い
大
げ
さ
な
文
体
に
よ
る
思
い
切

っ
た
表
現
は
、
叔
父
の
ア
ド
ル
フ
を
い
た
く
驚
か
せ
、
困
惑
さ
せ
た
。『
リ
ア
王
』
や
『
真
平
御
免
』
な
ど
の

作
品
か
ら
、
私
が
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
常
軌
を
逸
し
た
言
い
回
し
ば
か
り
を
、
そ
れ
も
全
く
途
轍
も
な
い

誇
張
法
を
伴
っ
て
、
読
み
取
り
、
活
用
し
た
か
、
叔
父
に
は
何
と
し
て
も
理
解
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
6
。

　

ワ
ー
グ
ナ
ー
が
十
五
歳
で
書
い
た
野
心
作
『
ロ
イ
バ
ル
ト
』
の
文
学
作
品
と
し
て
の
出
来
栄
え
は
と
も
か
く
、

当
時
の
彼
の
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
へ
の
特
別
な
傾
倒
ぶ
り
は
こ
れ
で
明
ら
か
だ
ろ
う
。
ワ
ー
グ
ナ
ー
は
、
ド
レ
ス
デ

ン
の
ザ
ク
セ
ン
宮
廷
劇
場
の
楽
長
を
務
め
て
い
た
カ
ー
ル
・
マ
リ
ー
ア
・
フ
ォ
ン
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
歌
劇
『
魔
弾

の
射
手
』
に
夢
中
に
な
り
、
養
父
ガ
イ
ア
ー
と
交
友
の
あ
っ
た
作
曲
者
本
人
と
身
近
に
接
す
る
機
会
を
得
る
に
い

た
っ
て
、
ヴ
ェ
ー
バ
ー
が
少
年
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
最
大
の
ア
イ
ド
ル
と
な
る
。
や
が
て
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
交
響
曲

を
知
る
こ
と
で
、
つ
い
に
作
曲
家
の
道
を
志
す
こ
と
に
な
る
が
、
初
期
に
は
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
や
交
響
曲
を
作
曲
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を
し
た
も
の
の
、
自
ら
オ
ペ
ラ
の
台
本
を
書
き
、
作
曲
を
す
る
こ
と
が
自
明
の
こ
と
の
よ
う
に
な
っ
て
ゆ
く
。
最

初
の
オ
ペ
ラ
台
本
『
婚
礼
』
は
作
曲
を
途
中
で
放
棄
し
て
し
ま
っ
た
が
、
次
の
オ
ペ
ラ
『
妖
精
』
は
作
曲
も
完
成
し
、

ワ
ー
グ
ナ
ー
の
生
前
に
は
上
演
さ
れ
る
機
会
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
が
書
い
た
オ
ペ
ラ
の
第
一
作
と

な
る
。
そ
し
て
第
二
作
が
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
原
作
に
よ
る
二
幕
の
大
喜
歌
劇
『
恋
愛
禁
制
』
で
あ
る
。

3
．『
尺
に
は
尺
を
』
と
『
恋
愛
禁
制
』

　

ワ
ー
グ
ナ
ー
の
オ
ペ
ラ
第
一
作
の
『
妖
精
』
が
、
敬
愛
す
る
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
様
式
を
手
本
と
し
た
「
ロ
マ
ン
テ

ィ
ッ
ク
・
オ
ペ
ラ
」
だ
っ
た
の
は
当
然
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
が
、
第
二
作
は
必
ず
し
も
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
作
品

を
オ
ペ
ラ
化
す
る
こ
と
が
前
提
で
は
な
か
っ
た
。
自
伝
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　

生
の
ど
こ
に
お
い
て
も
癒
す
こ
と
の
で
き
な
い
憧
れ
が
、
ま
た
し
て
も
観
念
的
な
糧
を
見
出
し
た
の
は
、

ハ
イ
ン
ゼ
の
『
ア
ル
デ
ィ
ン
ゲ
ッ
ロ
』
や
ハ
イ
ネ
の
著
作
、
そ
し
て
そ
の
ほ
か
の
当
時
「
青
年
」
ド
イ
ツ
派
に

属
し
て
い
た
作
家
た
ち
の
著
作
を
ひ
も
と
く
こ
と
に
よ
っ
て
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
受
容
さ
れ
た
諸

印
象
の
は
た
ら
き
は
、
道
徳
的
に
固
陋
な
現
代
社
会
の
抑
圧
の
も
と
で
、
自
然
だ
け
が
発
露
し
う
る
よ
う
な

か
た
ち
で
私
の
実
生
活
の
う
ち
に
現
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
私
の
芸
術
的
な
伝
達
衝
動
は
、
こ
う
し
た
生
の

印
象
を
免
れ
て
、
同
時
に
受
容
さ
れ
た
芸
術
的
印
象
の
方
向
へ
と
向
か
っ
た
。
芸
術
上
の
印
象
の
な
か
で
も

比
較
的
最
近
の
フ
ラ
ン
ス
・
オ
ペ
ラ
か
ら
、
そ
し
て
イ
タ
リ
ア
・
オ
ペ
ラ
す
ら
か
ら
も
ひ
と
き
わ
鮮
明
な
印

象
を
受
け
た
。
実
際
、
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
が
ド
イ
ツ
の
歌
劇
場
を
征
服
し
、
オ
ペ
ラ
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
ほ
と

ん
ど
独
占
し
て
い
た
わ
け
で
、
当
時
の
自
分
も
身
に
覚
え
の
あ
る
こ
と
だ
が
、
あ
る
生
の
気
分
に
浸
っ
て
い

た
者
が
、
そ
の
影
響
を
退
け
る
こ
と
は
お
よ
そ
不
可
能
だ
っ
た
。
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
の
な
か
で
表
現
さ
れ
て
い

た
の
は
、
少
な
く
と
も
私
に
と
っ
て
は
音
楽
の
方
向
に
お
い
て
自
分
が
感
じ
て
い
た
ま
ま
の
も
の
、
す
な
わ

ち
陽
気
に
人
生
を
楽
し
む
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
必
然
的
に
軽
佻
浮
薄
な
姿
で
現
れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。（
中
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略
）
こ
の
よ
う
な
印
象
と
気
分
の
一
切
か
ら
生
ま
れ
た
果
実
が
、
オ
ペ
ラ
『
恋
愛
禁
制
、
も
し
く
は
パ
レ
ル

モ
の
修
道
女
』
だ
っ
た
。
そ
の
題
材
を
、
私
は
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
『
尺
に
は
尺
を
』
か
ら
取
っ
た
7
。

　

こ
こ
で
言
及
さ
れ
て
い
る
「
イ
タ
リ
ア
・
オ
ペ
ラ
」
と
は
、
具
体
的
に
は
ベ
ッ
リ
ー
ニ
作
曲
の
『
カ
プ
レ
ー
テ

ィ
家
と
モ
ン
テ
ッ
キ
家
』
で
あ
る
。
ワ
ー
グ
ナ
ー
は
一
八
三
四
年
三
月
に
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
で
こ
の
作
品
の
上
演
を

観
て
、
ロ
メ
オ
役
（
こ
の
作
品
の
ド
イ
ツ
語
版
の
タ
イ
ト
ル
は
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
『
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』

の
ド
イ
ツ
語
訳
と
同
じ
『
ロ
メ
オ
と
ユ
ー
リ
ア
』
で
、
ロ
メ
オ
は
女
性
が
演
じ
る
）
を
演
じ
た
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
ヴ

ィ
ル
ヘ
ル
ミ
ー
ネ
・
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
＝
ド
ヴ
リ
ア
ン
の
歌
唱
と
演
技
に
非
常
な
感
銘
を
受
け
る
。
そ
れ
と
同
時
に

彼
は
ベ
ッ
リ
ー
ニ
の
音
楽
に
も
魅
了
さ
れ
、
同
年
六
月
に
初
め
て
の
論
文
『
ド
イ
ツ
の
オ
ペ
ラ
』
を
友
人
の
作
家

ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ラ
ウ
ベ
が
発
行
し
て
い
た
雑
誌
『
優
雅
な
世
界
』
に
匿
名
で
発
表
す
る
。
こ
の
論
文
の
主
張
は
意

外
に
も
、
硬
直
し
た
ド
イ
ツ
の
作
曲
家
に
対
す
る
批
判
で
、
イ
タ
リ
ア
や
フ
ラ
ン
ス
の
作
曲
家
を
見
習
い
、
独
自

の
道
を
模
索
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
そ
れ
を
率
先
し
て
実
践
す
べ
く
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
は
イ
タ
リ
ア

風
の
オ
ペ
ラ
・
ブ
ッ
フ
ァ
を
作
曲
す
る
こ
と
に
し
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
喜
劇
の
台
本
と
し
て
ワ
ー
グ
ナ
ー
が
原
作

に
選
ん
だ
の
が
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
『
尺
に
は
尺
を
』
だ
っ
た
の
だ
が
、
少
な
く
と
も
当
時
の
ド
イ
ツ
で
こ
の
作

品
が
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
で
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
通
の
ワ
ー
グ
ナ
ー
な
ら
で
は
選
択
で
あ
っ
た

と
言
え
る
。

　

こ
こ
で
『
恋
愛
禁
制
』
の
あ
ら
す
じ
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

　
〈
第
一
幕
〉
十
六
世
紀
の
シ
チ
リ
ア
王
国
の
パ
レ
ル
モ
。
王
の
不
在
中
、
統
治
を
任
さ
れ
た
ド
イ
ツ
人
の

代
官
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
は
、
町
に
公
序
良
俗
を
植
え
つ
け
る
た
め
に
、
酒
場
を
閉
鎖
、
謝
肉
祭
を
禁
止
し
、

さ
ら
に
は
恋
愛
禁
止
令
を
出
し
て
、
婚
前
交
渉
は
死
刑
と
し
た
。
そ
の
禁
止
令
を
破
っ
た
若
い
貴
族
の
ク

ラ
ウ
デ
ィ
オ
は
捕
ら
え
ら
れ
て
、
裁
判
を
待
つ
身
で
あ
る
。
代
官
は
死
刑
の
判
決
を
下
そ
う
と
す
る
が
、

ク
ラ
ウ
デ
ィ
オ
の
妹
イ
ザ
ベ
ッ
ラ
に
、
自
分
の
言
い
な
り
に
な
る
な
ら
兄
を
釈
放
し
よ
う
と
言
い
出
す
の
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で
、
イ
ザ
ベ
ッ
ラ
は
一
計
を
案
じ
、
そ
の
条
件
を
承
諾
す
る
ふ
り
を
す
る
。

　
〈
第
二
幕
〉
兄
を
救
い
出
そ
う
と
決
意
し
て
い
る
イ
ザ
ベ
ッ
ラ
に
た
い
し
、
ク
ラ
ウ
デ
ィ
オ
は
情
け
な
い

命
乞
い
を
す
る
の
で
、
彼
女
は
失
望
し
、
兄
に
お
灸
を
す
え
て
や
ろ
う
と
思
い
、
あ
え
て
計
画
を
打
ち
明

け
な
い
。
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
は
イ
ザ
ベ
ッ
ラ
の
申
し
出
を
受
け
た
が
、
約
束
を
破
っ
て
死
刑
宣
告
の
署
名
を

す
る
。
謝
肉
祭
の
日
、
禁
止
令
が
出
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人
び
と
は
お
祭
り
騒
ぎ
を
始
め
る
。
イ

ザ
ベ
ッ
ラ
は
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
に
離
婚
さ
れ
て
い
た
修
道
女
マ
リ
ア
ー
ナ
を
自
分
に
変
装
さ
せ
て
、
二
人

を
会
わ
せ
る
。
代
官
が
約
束
を
破
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
イ
ザ
ベ
ッ
ラ
は
、
大
声
で
人
々
を
集
め
、
彼
を
見

つ
け
出
し
て
糾
弾
す
る
。
み
ず
か
ら
恋
愛
禁
止
令
を
破
っ
た
こ
と
を
知
ら
れ
た
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
は
、
開
き

直
っ
て
裁
き
を
受
け
る
と
言
う
が
、
人
び
と
は
禁
止
令
の
廃
止
を
叫
ん
で
、
彼
を
許
し
、
ク
ラ
ウ
デ
ィ
オ

も
釈
放
さ
れ
る
8
。

　

こ
の
『
恋
愛
禁
制
』
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
は
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
『
尺
に
は
尺
を
』
と
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
最

初
に
両
作
品
の
登
場
人
物
の
対
照
表
を
示
す
9
。

タ
イ
ト
ル
：『
尺
に
は
尺
を
』
↓
『
恋
愛
禁
制
』

登
場
人
物
：

ヴ
ィ
ン
セ
ン
シ
オ
（
侯
爵
）　　
　
　
　
　
　

↓　

国
王
（
最
終
場
面
で
姿
を
現
わ
す
の
み
）

ア
ン
ジ
ェ
ロ
（
侯
爵
の
代
理
）　　
　
　
　
　

↓　

フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
（
シ
チ
リ
ア
の
ド
イ
ツ
人
代
官
）

ク
ロ
ー
デ
ィ
オ
（
若
い
紳
士
）　　
　
　
　
　

↓　

ク
ラ
ウ
デ
ィ
オ
（
若
い
貴
族
）

ル
ー
シ
オ
（
放
埓
な
男
）　　
　
　
　
　
　
　

↓　

ル
ー
ツ
ィ
オ
（
若
い
貴
族
）

イ
ザ
ベ
ラ
（
ク
ロ
ー
デ
ィ
オ
の
妹
）　　
　
　

↓　

イ
ザ
ベ
ッ
ラ
（
ク
ラ
ウ
デ
ィ
オ
の
妹
）

マ
リ
ア
ナ
（
ア
ン
ジ
ェ
ロ
の
許
嫁
）　　
　
　

↓　

マ
リ
ア
ー
ナ
（
修
道
女
）
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ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
（
ク
ロ
ー
デ
ィ
オ
の
恋
人
）　

↓　

ユ
ー
リ
ア
（
登
場
せ
ず
）

『
恋
愛
禁
制
』
で
は
他
に
、
ア
ン
ト
ー
ニ
オ
と
ア
ン
ジ
ェ
ロ
（
ル
ー
ツ
ィ
オ
と
ク
ラ
ウ
デ
ィ
オ
の
友
人
）、
ブ
リ
ゲ

ッ
ラ
（
警
察
長
官
）、
ダ
ニ
エ
ー
リ
（
宿
屋
の
主
人
）、
ド
レ
ッ
ラ
（
イ
ザ
ベ
ラ
の
元
小
間
使
い
）、
ポ
ン
テ
ィ
オ
・

ピ
ラ
ー
ト
（
ダ
ニ
エ
ー
リ
の
宿
屋
の
使
用
人
）
の
登
場
人
物
が
い
る
。

場
面
：
ウ
ィ
ー
ン　

↓　

シ
チ
リ
ア
の
パ
レ
ル
モ

　

ま
ず
外
面
的
な
変
更
に
、
舞
台
の
地
名
が
ウ
ィ
ー
ン
か
ら
シ
チ
リ
ア
の
パ
レ
ル
モ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
代
官

（
総
督
）
が
ド
イ
ツ
人
に
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
ワ
ー
グ
ナ
ー
は
次
の
よ
う
に

書
い
て
い
る
。

　

お
と
ぎ
話
の
町
ウ
ィ
ー
ン
か
ら
灼
熱
の
シ
チ
リ
ア
の
首
都
へ
と
、
私
は
舞
台
を
移
し
た
。
そ
こ
に
ド
イ
ツ

人
の
総
督
が
い
る
。
住
民
の
習
慣
は
、
彼
に
は
不
可
解
な
ほ
ど
自
由
で
あ
り
、
彼
は
非
常
に
憤
慨
す
る
。
そ

し
て
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
精
神
を
楯
に
改
革
に
と
り
か
か
り
、
途
中
で
悲
惨
な
死
を
遂
げ
る
10
。

　

こ
こ
で
「
お
と
ぎ
話
の
町
ウ
ィ
ー
ン
」
と
い
う
表
現
が
一
見
奇
妙
に
思
わ
れ
る
が
、
実
は
『
尺
に
は
尺
を
』
の
登

場
人
物
名
を
見
る
と
、
と
て
も
ド
イ
ツ
語
圏
の
ウ
ィ
ー
ン
の
人
々
と
は
思
わ
れ
ず
（
語
形
と
発
音
が
英
語
圏
風
に

変
化
し
て
い
る
こ
と
は
別
と
し
て
も
）、
む
し
ろ
イ
タ
リ
ア
風
で
あ
り
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
に
と
っ
て
「
ウ
ィ
ー

ン
」
と
い
う
地
名
は
全
く
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
伴
っ
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
ワ
ー
グ
ナ

ー
は
イ
タ
リ
ア
風
の
人
名
を
残
し
、
場
所
を
い
っ
そ
う
享
楽
的
な
イ
メ
ー
ジ
の
シ
チ
リ
ア
に
移
し
た
も
の
だ
ろ
う
。

ワ
ー
グ
ナ
ー
は
晩
年
、
冬
は
温
暖
な
イ
タ
リ
ア
で
過
ご
す
こ
と
が
多
く
な
り
、
シ
チ
リ
ア
に
も
滞
在
し
て
い
る
が
、

当
時
の
ワ
ー
グ
ナ
ー
に
と
っ
て
パ
レ
ル
モ
は
ま
だ
「
お
と
ぎ
話
の
町
」
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
シ
チ
リ
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ア
の
代
官
を
ド
イ
ツ
人
の
「
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
」
と
す
る
こ
と
で
、
こ
の
王
族
に
由
来
す
る
厳
め
し
い
名
前
が
ひ
と

り
異
彩
を
放
つ
こ
と
に
な
る
。

　

主
要
な
登
場
人
物
の
う
ち
、
イ
ザ
ベ
ッ
ラ
、
ク
ラ
ウ
デ
ィ
オ
、
ル
ー
ツ
ィ
オ
、
マ
リ
ア
ー
ナ
の
名
前
と
設
定
は

残
す
一
方
（
ル
ー
ツ
ィ
オ
は
ク
ラ
ウ
デ
ィ
オ
の
友
人
で
は
あ
る
が
、
性
格
と
果
た
す
役
割
は
全
く
違
う
）、
脇
役

の
多
く
は
ほ
と
ん
ど
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
当
時
の
オ
ペ
ラ
作
曲
の
習
慣
が
影
響
し
て
い
て
、
上
演
を

前
提
と
し
た
劇
場
の
規
模
や
歌
手
の
構
成
に
合
わ
せ
て
、
登
場
人
物
の
数
、
男
女
比
、
ソ
プ
ラ
ノ
、
メ
ゾ
ソ
プ
ラ

ノ
、
ア
ル
ト
、
テ
ノ
ー
ル
、
バ
リ
ト
ン
、
バ
ス
の
声
域
に
よ
る
配
役
な
ど
を
規
定
す
る
必
要
が
あ
り
、
ワ
ー
グ
ナ

ー
も
そ
れ
に
従
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ワ
ー
グ
ナ
ー
は
『
ニ
ー
ベ
ル
ン
グ
の
指
環
』
以
降
は
、
そ
の
よ
う
な
歌

劇
場
の
条
件
に
全
く
束
縛
さ
れ
な
い
創
作
を
す
る
が
（
そ
の
た
め
に
上
演
に
苦
労
す
る
こ
と
に
な
る
）、
少
な
く

と
も
『
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ン
』
ま
で
は
、
あ
る
程
度
そ
う
し
た
劇
場
の
条
件
を
勘
案
し
て
作
品
を
書
い
て
い
た
。

　
『
尺
に
は
尺
を
』
と
『
恋
愛
禁
制
』
の
表
面
的
な
筋
書
き
は
一
見
似
て
い
る
が
、
結
末
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
。

そ
れ
も
当
然
で
、『
尺
に
は
尺
を
』
で
は
、
代
官
ア
ン
ジ
ェ
ロ
、
修
道
女
イ
ザ
ベ
ラ
と
並
ん
で
重
要
な
人
物
で
あ

る
ヴ
ィ
ン
セ
ン
シ
オ
侯
爵
が
『
恋
愛
禁
制
』
で
は
最
後
に
姿
を
現
わ
す
だ
け
の
国
王
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
た

め
、
こ
の
作
品
を
狂
言
回
し
の
侯
爵
が
仕
掛
け
た
大
芝
居
と
す
る
観
点
か
ら
す
る
と
、
本
質
的
な
部
分
が
抜
け
落

ち
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
ワ
ー
グ
ナ
ー
は
そ
れ
を
承
知
の
上
で
、
こ
の
作
品
の
本
質
を
「
ピ
ュ
ー
リ
タ

ン
風
の
偽
善
」
に
対
す
る
批
判
に
収
斂
さ
せ
る
意
図
が
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
『
尺
に
は
尺
を
』
と
い
う
タ
イ
ト

ル
（「
目
に
は
目
を
」
と
同
義
）
も
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
と
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

古
典
の
オ
ペ
ラ
音
楽
に
ぶ
つ
か
っ
た
時
の
私
の
異
様
な
気
分
を
刺
激
し
た
『
若
き
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
』
と
『
ア

ル
デ
ィ
ン
ゲ
ッ
ロ
』
と
が
私
の
見
解
の
基
調
と
な
っ
た
。
私
の
見
解
と
は
、
特
に
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
風
の
偽

善
に
向
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
、〝
自
由
な
感
覚
〞
の
忌
憚
な
い
称
揚
に
つ
な
が
っ
て
ゆ
く
。

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
真
面
目
な
テ
ー
マ
を
徹
頭
徹
尾
こ
の
意
味
に
解
釈
し
よ
う
と
私
は
努
力
し
た
。
陰
険
に

し
て
道
徳
堅
固
な
総
督
は
、
美
し
い
修
道
女
へ
の
非
常
に
激
し
い
愛
に
燃
え
て
い
る
。
彼
女
は
彼
に
向
っ
て
、
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恋
に
狂
っ
た
罪
の
た
め
に
死
刑
を
宣
告
さ
れ
た
兄
の
特
赦
を
懇
願
し
つ
つ
、
そ
の
人
間
的
感
情
の
美
し
い
温

か
さ
を
示
し
て
、
堅
固
な
る
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
の
心
に
有
害
こ
の
上
も
な
い
激
情
の
炎
を
燃
え
上
が
ら
せ
る
の

だ
っ
た
。
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
作
品
に
あ
る
こ
の
効
果
的
な
モ
チ
ー
フ
が
正
義
の
秤
の
上
で
充
分
な
重
み
を

見
せ
る
べ
く
か
く
も
豊
か
に
展
開
し
た
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
は
ど
う
で
も
良
か
っ
た
の
で
あ
る
。
偽
善
の

罪
深
さ
と
残
忍
な
道
徳
律
の
不
自
然
さ
と
を
明
示
す
る
こ
と
こ
そ
肝
要
な
点
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
私
は

「
尺
に
は
尺
を
」
を
全
面
的
に
否
定
し
、
偽
善
者
を
愛
の
報
復
に
よ
っ
て
罰
せ
し
め
た
の
で
あ
る
11
。

　

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
『
尺
に
は
尺
を
』
に
お
い
て
最
も
魅
力
的
な
登
場
人
物
は
イ
ザ
ベ
ラ
で
あ
る
と
い
う
見
解

が
あ
る
が
12
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
も
全
く
同
じ
で
、『
恋
愛
禁
制
』
に
お
い
て
は
最
も
感
情
移
入
し
て
描
か
れ
て
い
る

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

私
を
夢
中
に
し
た
の
は
イ
ザ
ベ
ラ
だ
っ
た
。
修
道
女
で
あ
る
彼
女
は
、
冷
酷
な
総
督
に
懇
願
し
て
兄
の
恩

赦
を
得
る
た
め
に
修
道
院
を
抜
け
出
す
。
彼
女
の
兄
は
、
あ
る
若
い
女
と
色
恋
沙
汰
と
な
る
が
、
自
然
の
祝

福
を
受
け
た
は
ず
の
行
為
が
違
法
だ
っ
た
た
め
に
、
過
酷
な
掟
に
し
た
が
っ
て
死
刑
の
判
決
を
受
け
る
。
イ

ザ
ベ
ラ
の
純
潔
な
心
は
、
冷
酷
な
総
督
の
前
で
審
理
中
の
犯
罪
を
弁
護
す
る
。
す
こ
ぶ
る
説
得
力
の
あ
る
理

由
を
見
出
し
、
彼
女
の
昂
揚
し
た
感
情
は
、
そ
う
し
た
理
由
を
魅
惑
的
な
熱
気
を
も
っ
て
申
し
述
べ
る
こ
と

を
心
得
て
い
た
の
で
、
厳
格
な
風
紀
管
理
人
自
身
が
、
こ
の
素
晴
ら
し
い
女
性
へ
の
情
熱
的
な
愛
に
と
ら
わ

れ
て
し
ま
う
。
彼
は
突
然
に
燃
え
上
が
っ
た
情
念
に
か
ら
れ
て
、
こ
の
美
し
い
妹
が
自
分
へ
の
愛
を
許
す
の

と
ひ
き
か
え
に
、
兄
の
恩
赦
の
約
束
を
吐
露
す
る
。
そ
の
申
し
出
に
憤
激
し
た
イ
ザ
ベ
ラ
は
、
偽
善
者
の
仮

面
を
剥
い
で
兄
を
救
出
す
る
た
め
に
策
略
を
講
じ
る
。
彼
女
は
偽
装
を
用
い
て
愛
の
供
与
を
約
束
し
た
が
、

総
督
は
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
恩
赦
の
約
束
を
履
行
し
よ
う
と
し
な
い
。
不
法
な
恋
愛
に
直
面
し
て
、
そ
の

厳
格
な
裁
定
者
と
し
て
の
良
心
を
捨
て
な
い
た
め
で
あ
る
。13
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『
恋
愛
禁
制
』
の
中
で
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
が
イ
ザ
ベ
ッ
ラ
に
特
権
的
な
役
割
を
与
え
て
い
る
証
拠
を
挙
げ
て
お
き

た
い
。
こ
の
作
品
の
台
本
は
韻
律
、
脚
数
が
自
由
な
韻
文
で
書
か
れ
て
い
る
が
、
第
二
幕
の
イ
ザ
ベ
ッ
ラ
の
二
五

行
に
わ
た
る
モ
ノ
ロ
ー
グ
だ
け
は
、
き
っ
ち
り
五
脚
ヤ
ン
ブ
ス
で
脚
韻
の
な
い
ブ
ラ
ン
ク
ヴ
ァ
ー
ス
の
文
体
で
統

一
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
ブ
ラ
ン
ク
ヴ
ァ
ー
ス
は
ド
イ
ツ
で
は
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
文
体
の
典
型
と
見
な

さ
れ
て
い
る
も
の
で
14
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
イ
ザ
ベ
ッ
ラ
に
対
す
る
思
い
入
れ
が
芸
術
表
現
と
し
て
明
確
に
な
っ
た

箇
所
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
15
。

　

以
下
の
引
用
で
は
弱
強
拍
が
交
替
す
る
ヤ
ン
ブ
ス
の
文
体
が
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
強
拍
の
母
音
を
ア
ン
ダ

ー
ラ
イ
ン
で
示
す
。
一
一
行
目
は
六
脚
、
一
二
行
目
は
四
脚
に
な
っ
て
い
る
が
、
一
一
行
目
の
最
後
の
単
語

verb
o
t

を
一
二
行
目
に
送
っ
て
数
え
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
一
行
五
脚
が
確
保
で
き
て
い
る
。
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仕
方
な
い
わ
。
意
気
地
な
く
気
持
ち
を
ぐ
ら
つ
か
せ
る
人
に
は
、

運
命
の
こ
と
な
ど
教
え
て
あ
げ
な
い
！　

宙
ぶ
ら
り
ん
に
な
っ
て
、

思
い
切
り
苦
し
め
ば
い
い
の
よ
。

そ
れ
か
ら
、
恋
を
目
の
敵
に
す
る
お
代
官
さ
ま
！　

あ
な
た
の
方
は

仕
掛
け
た
罠
で
が
っ
ち
り
捕
ら
え
、

愚
か
し
い
悪
行
に
罰
を
与
え
て
あ
げ
る
。

細
工
は
上
々
、
ま
ず
マ
リ
ア
ー
ナ
に

逃
が
し
た
小
鳥
の
捕
ま
え
方
を
伝
授
し
よ
う
。

も
と
も
と
あ
の
男
の
女
房
な
の
だ
か
ら
、
く
だ
く
だ
言
わ
な
い
は
ず
。

私
の
方
は
、
夜
を
待
っ
て
あ
の
男
を
呼
び
出
そ
う
。
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今
日
は
あ
い
つ
が
禁
じ
た
謝
肉
祭
の
初
日
、

そ
こ
で
や
む
な
く
お
定
ま
り
の
仮
面
を
か
ぶ
れ
ば

自
分
で
定
め
た
法
を
ま
た
破
る
こ
と
に
な
る
。

こ
う
し
て
あ
の
男
が
現
れ
た
ら
、
私
に
化
け
た
マ
リ
ア
ー
ナ
が

園
丁
へ
案
内
す
る
と
い
う
寸
法
。

そ
こ
で
彼
女
は
素
性
を
明
か
し
、

清
廉
を
気
ど
る
あ
い
つ
に
迫
っ
て
、
も
う
一
度
契
り
を
結
ぶ 

―

そ
う
し
た
上
で
、
私
に
身
柄
を
引
き
渡
し
て
も
ら
う
わ
。

た
だ
し
、
今
晩
に
も
手
に
入
る
は
ず
の

兄
の
た
め
の
赦
免
状
は
、

私
が
横
取
り
し
て
し
ま
お
う
。

あ
の
人
に
は
、
罪
滅
ぼ
し
に
死
の
恐
怖
を
し
た
た
か
味
わ
っ
て
も
ら
う
。

こ
れ
で
勝
て
る
わ
！　

作
戦
は
完
璧
、

恐
ろ
し
い
死
も
、
笑
劇
の
よ
う
に
自
在
に
操
っ
て
み
せ
れ
ば
、

知
恵
と
復
讐
心
が
手
を
取
り
合
っ
て
、
私
に
勝
利
を
も
た
ら
す
は
ず
。17

　

以
上
の
よ
う
に
『
尺
に
は
尺
を
』
か
ら
『
恋
愛
禁
制
』
へ
の
翻
案
は
、
単
な
る
ス
ト
ー
リ
ー
の
簡
略
化
に
留
ま
る

も
の
で
は
な
か
っ
た
。
結
論
は
何
よ
り
ワ
ー
グ
ナ
ー
自
身
が
的
確
に
述
べ
て
い
る
。

　

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
は
、
こ
こ
で
持
ち
上
が
っ
た
も
ろ
も
ろ
の
葛
藤
を
、
そ
れ
ま
で
背
後
か
ら
模
様
眺
め
を

し
て
い
た
侯
爵
が
公
然
と
帰
還
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
調
停
す
る
。
侯
爵
の
裁
定
は
厳
し
い
も
の
で
、
裁
判
官

の
「
尺
に
は
尺
を
」
の
精
神
に
基
づ
い
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
私
は
、
こ
の
葛
藤
の
も
つ
れ
を
侯
爵
で
は

な
く
革
命
に
よ
っ
て
解
い
た
。
舞
台
を
シ
チ
リ
ア
の
首
都
に
移
し
た
の
は
、
南
国
人
の
熱
気
を
有
効
な
要
素
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と
し
て
活
用
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
私
は
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
的
ド
イ
ツ
人
で
あ
る
総
督
に
、
目
前
に
迫
っ
て

い
る
カ
ー
ニ
ヴ
ァ
ル
も
禁
止
さ
せ
た
。
イ
ザ
ベ
ラ
に
惚
れ
込
ん
で
い
る
向
こ
う
見
ず
な
若
者
が
革
命
を
煽
動

し
、
仮
面
を
つ
け
さ
せ
、
武
器
を
用
意
さ
せ
る
。「
俺
た
ち
の
楽
し
み
に
渋
い
顔
を
す
る
や
つ
は
、
ナ
イ
フ

で
胸
を
一
突
き
だ
！
」
イ
ザ
ベ
ラ
に
請
わ
れ
る
ま
ま
に
自
ら
仮
面
を
つ
け
て
密
会
に
現
れ
た
総
督
は
、
現
場

を
発
見
さ
れ
て
仮
面
を
剥
が
さ
れ
、
人
び
と
の
嘲
笑
を
浴
び
る
。
―
イ
ザ
ベ
ラ
の
兄
は
、
準
備
さ
れ
て
い

た
処
刑
か
ら
間
一
髪
の
と
こ
ろ
を
力
づ
く
で
救
出
さ
れ
る
。
彼
女
は
修
道
女
の
修
練
を
断
念
し
て
、
あ
の
粗

野
な
カ
ー
ニ
ヴ
ァ
ル
支
持
者
の
求
婚
に
応
じ
る
。
一
同
は
仮
装
行
列
を
盛
り
上
げ
な
が
ら
、
帰
還
す
る
侯
爵

を
出
迎
え
る
。
人
び
と
は
、
侯
爵
が
総
督
の
よ
う
に
狂
っ
て
は
い
ま
い
と
見
込
ん
で
い
る
の
だ
。18

註1	

高
橋
宜
也
「
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
と
オ
ペ
ラ
―
人
間
ド
ラ
マ
を
舞
台
に
乗
せ
る
普
遍
の
連
合
」
新
国
立
劇
場
『
フ

ァ
ル
ス
タ
ッ
フ
』
公
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
二
〇
一
八
年
。
三
二
〜
三
五
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

2	

水
谷
彰
良
「
オ
ペ
ラ
化
さ
れ
た
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
」
日
生
劇
場
『
リ
ア
』
公
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
二
〇
一
三
年
。
三

二
〜
三
七
ペ
ー
ジ
参
照
。

3	

ド
イ
ツ
語
のLiteratu

r O
p
er

の
筆
者
に
よ
る
訳
語
。
既
成
の
戯
曲
を
原
作
と
し
、
短
縮
は
あ
っ
て
も
基
本
的

に
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
テ
ク
ス
ト
を
そ
の
ま
ま
台
本
と
し
た
オ
ペ
ラ
。
ド
イ
ツ
で
は
、
オ
ス
カ
ー
・
ワ
イ
ル
ド
の『
サ
ロ
メ
』

（
ヘ
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
ラ
ッ
ハ
マ
ン
に
よ
る
ド
イ
ツ
語
訳
）
に
基
づ
く
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
同
名
の
オ
ペ

ラ
、
フ
ー
ゴ
・
フ
ォ
ン
・
ホ
ー
フ
マ
ン
ス
タ
ー
ル
の
『
エ
レ
ク
ト
ラ
』
に
基
づ
く
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の

同
名
の
オ
ペ
ラ
、
ゲ
オ
ル
ク
・
ビ
ュ
ー
ヒ
ナ
ー
の
『
ヴ
ォ
イ
ツ
ェ
ク
』
に
基
づ
く
ア
ル
バ
ン
・
ベ
ル
ク
の
オ
ペ
ラ
『
ヴ

ォ
ツ
ェ
ッ
ク
』（
マ
ン
フ
レ
ー
ト
・
グ
ル
リ
ッ
ト
に
よ
る
作
曲
も
あ
る
）、
フ
ラ
ン
ク
・
ヴ
ェ
ー
デ
キ
ン
ト
の
『
地
霊
』

と
『
パ
ン
ド
ラ
の
箱
』
に
基
づ
く
ア
ル
バ
ン
・
ベ
ル
ク
の
未
完
の
オ
ペ
ラ
『
ル
ル
』
が
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。
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4	
R
ich

ard
 W

agn
er: A

u
to

b
io

grap
h
isch

e Sk
izze (1843). 

邦
訳
：
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
ワ
ー
グ
ナ
ー
『
素
描
の

自
叙
伝
』
高
木
卓
訳
（『
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
小
説
集
』
深
夜
叢
書
、
一
九
七
六
年
、
所
収
）。
九
二
ペ
ー
ジ
よ
り
引
用
。

5	

『
ロ
イ
バ
ル
ト
』
に
つ
い
て
は
、
小
林
幸
子
『
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
初
期
作
品
研
究
―
外
的
影
響
と

創
造
性
の
萌
芽
に
見
る
創
作
理
念
の
原
点
―
』（
明
治
学
院
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
提
出
博
士
論
文
）、
二
〇
一

二
年
。
四
一
ペ
ー
ジ
以
降
を
参
照
。

6	
R
ich

ard
 W

agn
er: M

ein
 Leb

en
. h

g. M
artin

 G
rego

r-D
ellin

. M
ü
n
ch

en
 1976. 

邦
訳
：
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・

ワ
ー
グ
ナ
ー
『
わ
が
生
涯
』
山
田
ゆ
り
訳
、
勁
草
書
房
、
一
九
八
六
年
。
三
二
〜
三
五
ペ
ー
ジ
よ
り
引
用
。

7	
R
ich

ard
 W

agn
er: E

in
 M

itteilu
n
g an

 m
ein

e Freu
n
d
e (1851). 

邦
訳
：
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
ワ
ー
グ
ナ
ー

『
友
人
た
ち
へ
の
伝
言
』
藤
野
一
夫
、
高
辻
知
義
、
三
光
長
治
、
杉
谷
恭
一
訳
、
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
一
二
年
。

二
八
二
〜
二
八
三
ペ
ー
ジ
よ
り
引
用
。
た
だ
し
作
品
名
の
訳
は
『
恋
は
ご
法
度
』
か
ら
『
恋
愛
禁
制
』
に
統
一
し
た
。

そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
註
17
を
参
照
。
な
お
『
パ
レ
ル
モ
の
修
道
女
』
と
い
う
副
題
は
、
一
八
三
六
年
、
マ
ク
デ
ブ

ル
ク
に
お
け
る
初
演
の
際
に『
恋
愛
禁
制
』と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
は
当
時
の
検
閲
に
触
れ
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
た
た
め
、

差
し
替
え
と
し
て
使
用
さ
れ
た
。

8	

吉
田
真
『
作
曲
家
・
人
と
作
品 

ワ
ー
グ
ナ
ー
』
音
楽
之
友
社
、
二
〇
〇
五
年
。
二
九
〜
三
〇
ペ
ー
ジ
よ
り
引
用
。

9	

『
尺
に
は
尺
を
』
の
登
場
人
物
名
は
『
白
水
社
版
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
全
集
』
の
小
田
島
雄
志
訳
の
表
記
に
従
っ
た
。

た
だ
し
「
ル
ー
シ
オ
」
は
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
が
制
作
し
た
映
像
シ
リ
ー
ズ
『
尺
に
は
尺
を
』（
一
九
七
九
年
）
で
は
イ
タ
リ
ア

風
に
「
ル
ー
チ
オ
」
と
発
音
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。

10 
R
ich

ard
 W

agn
er: M

ein
 Leb

en
. h

g. M
artin

 G
rego

r-D
ellin

. M
ü
n
ch

en
 1976. 

邦
訳
：
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・

ワ
ー
グ
ナ
ー
『
わ
が
生
涯
』
山
田
ゆ
り
訳
、
勁
草
書
房
、
一
九
八
六
年
。
一
〇
一
〜
一
〇
二
ペ
ー
ジ
よ
り
引
用
。
実

際
に
は
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
は
劇
中
で
死
ぬ
わ
け
で
は
な
い
。

11 
R
ich

ard
 W

agn
er: M

ein
 Leb

en
. h

g. M
artin

 G
rego

r-D
ellin

. M
ü
n
ch

en
 1976. 

邦
訳
：
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・

ワ
ー
グ
ナ
ー
『
わ
が
生
涯
』
山
田
ゆ
り
訳
、
勁
草
書
房
、
一
九
八
六
年
。
一
〇
一
ペ
ー
ジ
よ
り
引
用
。

12 

宇
田
川
重
「『
尺
に
は
尺
を
』
―
二
重
性
の
世
界
」（『
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
全
作
品
論
』
研
究
社
出
版
、
一
九
九
二
年
、

所
収
）
参
照
。

13 
R
ich

ard
 W

agn
er: E

in
 M

itteilu
n
g an

 m
ein

e Freu
n
d
e (1851). 

邦
訳
：
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
ワ
ー
グ
ナ
ー
『
友

人
た
ち
へ
の
伝
言
』
藤
野
一
夫
、
高
辻
知
義
、
三
光
長
治
、
杉
谷
恭
一
訳
、
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
一
二
年
。
二

八
三
ペ
ー
ジ
よ
り
引
用
。
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14 

ド
イ
ツ
に
お
け
る
ブ
ラ
ン
ク
ヴ
ァ
ー
ス
の
詩
形
に
つ
い
て
は
、
宮
下
啓
三
『
十
八
世
紀
ド
イ
ツ
戯
曲
の
ブ
ラ
ン
ク

ヴ
ァ
ー
ス
』
慶
應
義
塾
大
学
言
語
文
化
研
究
所
、
一
九
八
四
年
を
参
照
。

15 
R
ich

ard
 W

agn
er: Säm

tlich
e W

erk
e. h

g. vo
n
 C

arl D
ah

lh
au

s, E
go

n
 V

o
ss. M

ain
z. 1970ff. D

as 
Lieb

esverb
o
t II. 2015. S. 63 -73. 

参
照
。
通
常
オ
ペ
ラ
で
は
モ
ノ
ロ
ー
グ
は
ア
リ
ア
と
し
て
作
曲
さ
れ
る
が
、

ワ
ー
グ
ナ
ー
は
こ
の
第
二
幕
・
第
八
番
の
イ
ザ
ベ
ッ
ラ
の
モ
ノ
ロ
ー
グ
を
全
面
的
に
語
り
に
近
い
レ
チ
タ
テ
ィ
ー

ヴ
ォ
と
し
た
。
こ
れ
は
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
よ
っ
て
ブ
ラ
ン
ク
ヴ
ァ
ー
ス
の
文
体
の
リ
ズ
ム
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
を
回

避
す
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ほ
ど
重
要
な
箇
所
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
の
上
演
で
は
音
楽
的
な

効
果
が
少
な
い
た
め
か
、
遺
憾
な
が
ら
、
こ
の
イ
ザ
ベ
ッ
ラ
の
モ
ノ
ロ
ー
グ
は
大
幅
に
短
縮
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

代
表
的
な
上
演
で
あ
る
一
九
八
三
年
バ
イ
エ
ル
ン
州
立
歌
劇
場
で
の
公
演
（
ラ
イ
ヴ
録
音
Ｃ
Ｄ
、
独O

R
FE

O

）、

お
よ
び
二
〇
一
六
年
の
マ
ド
リ
ッ
ド
王
立
歌
劇
場
に
よ
る
オ
ラ
ン
ダ
公
演
（
ラ
イ
ヴ
収
録
の
映
像
Ｄ
Ｖ
Ｄ
と
Ｂ
Ｄ
、

英O
P
U

S A
R
T
E

）
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
形
の
カ
ッ
ト
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

16 
R
ich

ard
 W

agn
er: D

ich
tu

n
gen

 u
n
d
 Sch

riften
 (in

 10 B
än

d
en

). h
g. vo

n
 D

ieter B
o
rch

m
eyer. 

Fran
k
fu

rt a. M
. 1983. B

d
. 1 S. 81-82.

17 

リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
ワ
ー
グ
ナ
ー
『
恋
は
ご
法
度
』
松
原
良
輔
訳
（
ワ
ー
グ
ナ
ー
『
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
』
五
柳
書
院
、
二

〇
一
二
年
、
所
収
）。
こ
こ
で
も
『
恋
愛
禁
制
』
は
『
ワ
ー
グ
ナ
ー
事
典
』（
東
京
書
籍
、
二
〇
〇
二
年
）
の
表
記
に
準

拠
す
る
と
い
う
日
本
ワ
ー
グ
ナ
ー
協
会
の
方
針
に
従
い
、
タ
イ
ト
ル
が
定
訳
に
反
し
て
『
恋
は
ご
法
度
』
と
訳
さ
れ

て
い
る
が
、
原
語
のD

as Lieb
esverb

o
t

は
文
字
ど
お
り
「
恋
愛
禁
止
令
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
こ
の
名
称
の

表
面
的
な
厳
め
し
さ
と
内
実
の
滑
稽
さ
を
伝
え
る
に
は
『
恋
は
ご
法
度
』
と
い
う
お
ど
け
た
訳
語
は
語
学
的
に
不
適

切
で
あ
る
。
原
作
の
『
尺
に
は
尺
を
』
と
同
様
、
こ
の
作
品
は
「
喜
劇
」
で
は
あ
る
が
、
死
刑
執
行
が
本
気
で
行
な

わ
れ
よ
う
と
す
る
深
刻
さ
と
あ
い
ま
っ
て
、
ブ
ラ
ッ
ク
コ
メ
デ
ィ
ー
の
要
素
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
『
恋
は
ご

法
度
』
と
い
う
訳
で
は
、
初
演
の
際
に
検
閲
を
恐
れ
て
『
パ
レ
ル
モ
の
修
道
女
』
に
改
題
し
た
理
由
も
意
味
不
明
と

な
る
だ
ろ
う
。

18 
R
ich

ard
 W

agn
er: E

in
 M

itteilu
n
g an

 m
ein

e Freu
n
d
e (1851). 

邦
訳
：
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
ワ
ー
グ
ナ
ー
『
友

人
た
ち
へ
の
伝
言
』
藤
野
一
夫
、
高
辻
知
義
、
三
光
長
治
、
杉
谷
恭
一
訳
、
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
一
二
年
。
二

八
三
〜
二
八
四
ペ
ー
ジ
よ
り
引
用
。


